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ＴＫＵ古本募金にご協力ください

　東京経済大学葵祭実行委員会は、２０２１年１０月３０日（土）～
１０月３１日（日）の２日間、オンライン（一部生配信）で「葵祭」を
開催しました。１22回目となった葵祭の今年度のテーマは「平行
線の交わり時」。葵祭実行委員会委員長の湯浅恒星さん（経営
4年）によると、「コロナ禍において、学生たちの友人関係やつな
がりが希薄になっているのを感じ、交わることがなくなってしまっ
た関係性を、葵祭をきっかけに交流できるようになると良い」「『平
行線』は本来交わることはないが、非ユークリッドの幾何学の発
想を用いれば、交わることもあるということが証明されている。
見方を変えれば、不可能を可能にできるような葵祭にしたい」と
いう思いも込めたそうです。
　今回の葵祭は葵祭実行委員会公式サイトと生配信用の特設サ
イトの２つを活用し、前夜祭、開祭式、新次郎池親善大使コンテス
ト、バンド演奏、ダンスなどステージ企画の生配信や、トークショー
企画の復活等、昨年度より一層パワーアップしたものとなりました。

■ ご寄付いただける書籍が次のとおり変更されました。 
　・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2011年以降発行の書籍 
　・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以前発行の書籍で、かつ古本募金提携業者の
　　「おためし査定」サイトにて「買取価格」に値段がついているもの
　・規格品番が付与されたＤＶＤ・アルバムＣＤ
　・遊べる状態のゲーム機

■ 申込方法
　 ＴＫＵ古本募金申込サイトより、ＷＥＢ申込をしてください。 
　 ＷＥＢ申込をご利用いただけない場合は、本学図書館が電話による代行申込を受け付けます。

例年卒業式の際に、卒後５０・４０・３０年を迎えられた卒業生のみなさまを、来賓としてご招待しておりましたが、コロナ禍
の中、残念ながら一昨年より来賓のご招待を中止しております。該当する昭和４７年卒、昭和５７年卒、平成４年卒の
みなさまには事情斟酌いただき、ご了承ください。                                  　  校友センター［TEL］042-328-6100

みなさまの読み終えた本が、奨学金として東経大生の学業を支えます。

卒後50（昭和47年卒）・40（昭和57年卒）・30（平成4年卒）年を迎えられるみなさまへ

誌面に関する問合わせ：広報課

［TEL］042-328-6100　［E-mail］tokeikiyukai@s.tku.ac.jp
冊誌の発送停止・発送先変更：校友センター

　東京経済大学経済学部の石川雅也准教授のゼミ生4名によるチームは、
2021年11月23日（火・祝）、日本銀行本店で行われた「第17回日銀グランプ
リ～キャンパスからの提言～」の決勝に出場し、敢闘賞を受賞しました。
　今年は全国の大学から122編の応募があり、決勝には本学の石川ゼミの他、
同志社大学、麗澤大学、椙山女学園大学、明治大学のチームが進み、最優秀
賞は同志社大学のチームが獲得しました。
　石川准教授は「決勝進出決定以降、学生たちはプレゼン準備、質疑応答準
備に懸命に取り組んでいた分、また、多くの先生方が貴重な時間を割いて協力
してくれた分、望んだ一番の結果ではなかったことに、私も学生も悔しい気持ち
が大きいです。ここまで頑張れたこと、そして十分に高い評価をいただけたことに、
学生たちには胸を張ってほしい」と今回の挑戦について話しました。
敢闘賞受賞チーム　石川雅也ゼミ所属
井川　聡（経済３年）、福田　千紗（経済３年）、鈴木　健介（経営２年）、渡辺　廉多郎（経済２年）
タイトル：密です？！いや、高齢者に必要なのは三つです！！！
　　　　～就労・趣味・消費の包括的マッチングアプリで社会的孤立を防ぐ～

石川ゼミが日銀グランプリで敢闘賞を受賞
5年連続日銀グランプリ決勝進出

第１２２回葵祭 ～ 一部生配信で実施
テーマは「平行線の交わり時」

東経大 T O P I C S

東京経済大学報 第５４巻第２号（新春号）アンケート
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で
１０名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

古本募金について 申込サイト

詳細は下記の二次元コードをご覧ください

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」プロジェクトは、
2021年10月31日現在、304件・1,046,856円（累計）の

ご寄付をいただきました。みなさまのご厚情に深く感謝申し上げます。

２０２１年度卒業式に
ついてのお知らせ

国 分 寺 学 派
宣 言

追悼 色川大吉先生
躍動するTKU卒業生
コロナ禍の東京経済大学 ほか
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新たな一年、出発に際して　2022年の新春を迎えて

東京経済大学
学長

岡本 英男

学校法人東京経済大学
理事長

菅原 寛貴

　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。
　皆様には平素より本学へのご支援・ご交誼を賜り、有難く厚く
御礼申し上げます。
　2020年に引き続き、昨年も新型コロナ感染症はウイルス変異を
続けながら世界的に感染者を拡大し、我が国においても8月には全
国で2万5千人（東京は5千9百人）を超える第５波流行のピークを迎
え、日本経済・社会体制に甚大な影響を与え続けてきました。唯一
幸いなことはワクチン接種率が2021年12月には77％（2回目）を超
え、感染者数が全国的に前年を大幅に下回る状況にあることです。
　私は就任以来、①新型コロナ感染症に対する的確・迅速な対
応、②創立120周年記念事業の着実な遂行、③財政収支の改善、
④法人経営の次代を担う人材の掘り起こしと育成の四つの柱を
基本方針として取り組みを進めてまいりました。
　コロナ禍における教学関係の対応は学長のご挨拶に委ねます
が、120周年記念事業は「東京経済大学120年史」の通史編、資
料編の刊行を今後も予定しており、資料編第2巻は2022年3月発
刊、引き続き通史及び簡易版の作成に取り組んでまいります。
　国分寺キャンパス第2期整備事業は計画を1年先送りとしました。
　また、各種記念講演・シンポジウム等は昨年11月20日（土）に
実施されました『東京経済大学百二十年史資料編第一巻』刊行
記念講演会が最終になります。
　加えて、「創立120周年記念祝賀行事」及び「120周年＋1感謝
の集い」は新型コロナ感染症の蔓延・拡大により2年間に亘り開催
を断念せざるを得ませんでした。大変残念であり皆様方には衷心
よりお詫び申し上げますと共に、今後とも本学への変わらぬご支
援・ご協力の程お願い申し上げます。
　2022年は十二支の3番目寅年になります。虎口を脱するに始
まり、相場での格言は「丑（うし）つまずき、寅（とら）千里を走り､
卯（う）は跳ねる」と称して卯年の来年へかけての買い場と言われ
ています。世界的には諸課題を抱えていますが、何としても日本
経済のV字回復を期待したいと思います。
　2022年の新春を迎え今年こそ新型コロナ感染症を克服し、学
生の皆さん方が元気に集い、明るく楽しい有意義なキャンパスラ
イフを取り戻し活躍できることを心より祈念しております。

「国分寺」の書体は、聖武天皇が741 年（天平13 年）に全国に国分
寺建立の詔を発布した際に写経を命じた金光明最勝王経（こんこう
みょうさいしょうおうきょう、通称「国分寺経」、奈良国立博物館蔵）よ
り「國」「分」「寺」の三文字を抜粋して組み合わせたものである。また、
この書体と一体化して考案した図案は、日本の伝統的な家紋のひと
つである「七宝紋」のデザインをベースに、ひとつひとつのドットが高
次元で交差し拡張していくさまを表現したものである。

　皆さま、あけましておめでとうございます。
　2020年10月23日に創立120周年を迎えた本学は、早
いもので、今年は創立122年目を迎えることになります。
相変わらず厳しいコロナ禍の状況は続いていますが、今年
も本学を「東京・多摩を代表する大学」、誰もが一目を置く「存
在感のある大学」にするために尽力したいと考えています。
　まず授業についてですが、今年度もまた緊急事態宣
言期間中は全面オンラインで行わざるを得ませんでした。
しかし、緊急事態宣言解除後の昨年10月からは一部の大
規模講義を除いて原則対面で授業を行うことができまし
た。来年度もまた基本的にはこの方向で授業を行ってい
く予定でいます。
　次に教学改革についてですが、新構想具現化検討委員
会の答申を踏まえて、第2次中期計画に実現可能な改革
案の一部を組み込み、さらに単年度の事業計画と密接に
連携させて、「10年後を見据えた新構想」を着実に実行し
ていくつもりでいます。実際すでに、データサイエンス作業
部会が提案したデータサイエンス教育プログラムは2021
年度の事業計画に組み込まれ、それぞれの学部、全学共
通教育センターにおいて授業として実施されています。
　なお、本誌の別稿にて、私は「国分寺学派宣言―国分
寺から世界へ―」というメッセージを執筆しています。こ
れは2021年4月に発表した東京経済大学SDGs宣言に
基づき現在企画・実行中の連続シンポジウムの包括的
テーマを「国分寺学派宣言」というかたちで表明したものです。
第1回のシンポジウムは昨年10月に開催され、国分寺在
住の著名な建築史家・建築家藤森照信氏、国分寺市長
井澤邦夫氏、私の3名で「豊かな地域社会とは何か」とい
うテーマで語り合いました。
　以上述べてきましたように、コロナ禍の逆境下において
も本学が誇るアカデミズムの精神はさまざまなかたちで発
露され、将来に向けた教学改革は滞ることなく進展してい
ます。皆さま方の一層のご理解とご協力を、よろしくお願
い申し上げます。

―
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学
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言

「国分寺学派」ロゴのコンセプトと書体・図案の由来

なお本ロゴは、東大寺長老 森本公誠様に貴重なアドバイスを頂き制作が進められました。
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寺
学
派
」の
想
い
に
つ
い
て

寄
稿
し
た
。

　

私
が
長
年
こ
の
よ
う
な
構
想
を
抱
い

て
き
た
の
は
、社
会
に
広
く
影
響
を
及
ぼ

す
学
問
や
文
化
は
、一
つ
の
大
学
あ
る
い

は
一
つ
の
地
域
で
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

研
究
者
や
市
民
が
相
互
に
深
く
交
流
す

る
な
か
で
生
ま
れ
る
と
固
く
信
じ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。

　

本
学
は
、「
誰
一
人
置
き
去
り
に
す
る

こ
と
な
く
、す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳
と
平

等
の
下
に
、そ
し
て
健
康
な
環
境
の
下

に
、
そ
の
持
て
る
潜
在
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
す
」と

い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
深
く
共
鳴
し
、

２
０
２
１
年
４
月
１
日
に「
東
京
経
済
大

学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」を
発
表
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

列
挙
し
て
い
る
よ
う
に
、私
た
ち
の
眼
前

に
は
全
地
球
倫
理
に
基
づ
い
て
解
決
し
、

次
世
代
に
継
承
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。し
か
し
そ
れ
ら

は
同
時
に
、私
た
ち
の
足
も
と
に
あ
る
日

常
の
具
体
的
な
諸
問
題
と
分
か
ち
難
く

結
び
つ
い
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
観
点
に

立
ち
、本
学
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の「
新

し
い
地
域
主
義
」の
あ
り
方
を
市
民
と
一

体
と
な
っ
て
考
え
抜
く「
国
分
寺
学
派
」

の
拠
点
と
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
思
い
は
、２
０
２

１
年
９
月
に
逝
去
さ
れ
た
色
川
大
吉
名

誉
教
授
の「
地
域
の
一
角
を
系
統
的
に
深

く
掘
り
下
げ
る
研
究
は
、日
本
の
学
界

が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
理
論
的
隘あ

い

路ろ

を
打
ち
破
る
た
め
の
不
可
欠
の
作
業
で

あ
る
」と
い
う
主
張
と
重
な
る
も
の
で

あ
り
、
本
学
は
故
色
川
名
誉
教
授
の
精

神
を
引
き
継
ぎ
、こ
の
国
分
寺
の
地
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
を
世
界
に
発
信
す

る「
国
分
寺
学
派
」の
拠
点
と
な
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。
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本
学
は「
新
し
い
地
域
主
義
」の
あ
り
方

を
考
え
抜
く
立
脚
点
と
し
て
国
分
寺
の
地

を
選
び
、東
京
経
済
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
回
の
テ
ー
マ
を「
国
分

寺
か
ら
世
界
へ
―
地
域
を
掘
り
下
げ
世
界

へ
。
国
分
寺
学
派
始
ま
る
―
」と
設
定
し

た
。
第
１
回
の
登
壇
者
は
著
名
な
建
築
史

家
・
建
築
家
で
あ
り
国
分
寺
を
代
表
す
る

文
化
人
で
も
あ
る
藤
森
照
信
氏
、井
澤
邦

夫
国
分
寺
市
長
、そ
し
て
本
学
学
長
の
私

と
決
定
さ
れ
、私
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体

の
進
行
係
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
収
録
は
、秋
晴
れ
の
10
月

18
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
、藤
森
氏
が「
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
傑
作
」と
評
す
る
旧
図
書
館
、

す
な
わ
ち
現
在
の
大
倉
喜
八
郎
進
一
層
館

の
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
そ
の
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

最
初
に
私
が
、国
分
寺
学
派
と
は
何
か
、

故
色
川
大
吉
先
生
の
学
問
と
社
会
活
動
、大

学
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、私
が
理
想
と
す
る
社
会
と

は
何
か
、に
つ
い
て
報
告
し
た
。そ
れ
に
引

き
続
き
、藤
森
氏
が
次
の
よ
う
な
報
告
を
さ

れ
た
。

　

国
分
寺
と
の
最
初
の
出
会
い
は
大
学
院

生
の
頃
で
あ
り
、ま
ち
の
一
部
に
竹
藪
が

残
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。
国

分
寺
の
魅
力
と
し
て
、「
国
分
寺
」と
い
う
名

前
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
喚
起
力
が
あ
げ
ら
れ

る
。
実
際
に
名
前
に
相
応
し
い
い
に
し
え
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の
風
景
が
残
っ
て
お
り
、国
分
寺
に
住
む
人

た
ち
の
誇
り
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
景
観
な
ど
を
さ
ら
に
良

く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
、さ
ら
に

ま
ち
が
良
く
な
る
と
い
う
好
循
環
を
う
む
。

合
理
的
な
思
考
が
優
先
さ
れ
て
き
た
戦
後

教
育
の
中
で
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
は
あ
る

が
、風
景
や
建
物
が
目
を
通
し
て
人
間
に
働

き
か
け
る
力
は
想
像
以
上
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
、ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
こ
の

よ
う
な
美
的
視
点
を
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。

　

最
後
の
報
告
者
と
な
っ
た
井
澤
市
長
の

報
告
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　
私
た
ち
は
今
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
て
い

る
が
、１
，３
０
０
年
前
も
今
と
同
じ
よ
う

な
苦
し
い
状
況
が
あ
っ
た
。
天
然
痘
が
流

行
り
、大
地
震
が
襲
い
、飢
餓
が
蔓
延
し
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、武
蔵
の
国
の「
精

神
の
拠
り
所
」「
祈
り
と
安
寧
の
聖
地
」と
し

て
こ
の
地
に
武
蔵
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
は
、２
キ
ロ
南
に
国

府
が
あ
り
、南
に
多
摩
川
、後
ろ
に
台
地
が

控
え
、水
に
恵
ま
れ
た
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。要
す
る
に
３
万
年
前
か
ら
、

人
間
が
住
み
や
す
い「
恵
の
地
域
」で
あ
っ

た
。
先
人
が
生
き
て
き
た
こ
の
よ
う
な
環

境
を
維
持
し
、積
極
的
に
取
り
戻
す
こ
と
が
、

市
長
と
し
て
の
私
の
責
任
で
あ
り
義
務
で

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
話
も
そ
の
延
長
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
の
後
半
の
鼎
談
の
部
で
、

私
は
藤
森
氏
に「
都
市
が
自
分
の
も
の
に
な

る
」感
覚
と
は
何
か
、井
澤
市
長
に
は
国
分

寺
の
都
市
農
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
質
問

し
、そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
回
答
を
得
た
。最

後
に
、国
分
寺
に
東
京
経
済
大
学
が
存
在
す

る
こ
と
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
、そ
し

て
場
を
共
有
す
る
市
民
間
の
交
流
の
意
義

と
可
能
性
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
は
、２
０
２
０
年
11
月
の
元
環
境
事

務
次
官
森
本
英
香
氏
と
の「
大
学
教
育
と
環

境
」と
い
う
対
談
に
続
き
２
回
目
で
あ
っ
た

が
、私
に
と
っ
て
今
回
の
鼎
談
も
ま
た
実
り

多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

の
出
発
点
は「
先
人
の
生
き
て
き
た
環
境
を

維
持
し
、取
り
戻
す
こ
と
に
あ
る
」と
い
う

井
澤
市
長
の
言
葉
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
の
は
、前
の
世
代

か
ら
引
き
継
い
だ
自
然
資
本
と
少
な
く
と

も
同
等
の
も
の
を
未
来
の
世
代
に
残
す
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

英
国
財
務
省
が
２
０
２
１
年
２
月
に
発

表
し
た「
生
物
多
様
性
の
経
済
学
／
ダ
ス
グ

プ
タ
レ
ビ
ュ
ー
」は
今
世
界
に
大
き
な
影
響

力
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
著
者
で
あ

る
イ
ン
ド
出
身
の
経
済
学
者
パ
ー
サ・ダ
ス

グ
プ
タ
氏
は
、限
り
あ
る
自
然
の
過
剰
利
用

と
環
境
劣
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
成
長
至

上
主
義
に
疑
問
を
呈
し
、「
生
物
多
様
性
の

経
済
学
」と
い
う
視
点
に
立
ち
、地
球
に
は

限
り
が
あ
り
、世
界
経
済
に
も
限
り
が
あ
る

こ
と
を
明
示
し
た
。
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
は
こ
の
ダ
ス
グ
プ
タ
レ
ビ
ュ
ー
の
精
神

に
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
り
、今
回
の
私
た
ち

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
そ
の
精
神
実
現
の
た

め
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、私
の

報
告
を
終
え
た
い（
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

関
心
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
大
学
公
式
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
動
画
を
視
聴
し

て
い
た
だ
き
た
い
）。

東京経済大学
SDGｓシンポジウム
動画はコチラから

第
２
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
然・人
間
社
会・国
際
関
係・多
様
性
の
中
の
持
続
可
能
な
共
存
」

２
０
２
２
年
１
月
29
日（
土
）14
時
～　

国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
３
０
１
教
室

お
申
し
込
み
や
詳
細
は
、大
学
公
式
サ
イ
ト「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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二
〇
二
一
年
九
月
七
日
、本
学
名
誉
教

授
で
あ
る
歴
史
家
の
色
川
大
吉
先
生
が

逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
六
。
お
よ
そ
一
世

紀
、激
動
の
時
代
を
生
き
抜
か
れ
た
大
往

生
と
言
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
最
近
の
お
話
し
ぶ
り
も
お

元
気
で
あ
っ
た
た
め
、親
し
い
方
々
に

と
っ
て
は
突
然
の
旅
立
ち
だ
っ
た
よ
う
だ
。

か
く
い
う
私
も
、先
生
の
沖
縄
論
が
ま
と

ま
っ
た
最
新
著『
沖
縄
と
色
川
大
吉
』（
三

木
健
編
、不
二
出
版
）で
、先
生
の
書
き

下
ろ
し
の
序
文
を
拝
読
し
た
そ
の
日
に

訃
報
に
接
し
、た
い
へ
ん
な
驚
き
で
あ
っ

た（
こ
の
本
の
発
行
日
が
先
生
の
命
日
と

な
っ
た
）。

先
生
の
ご
経
歴

　
先
生
は
一
九
二
五
年
七
月
二
三
日
、千

葉
県
佐
原
町（
現
香
取
市
）に
生
ま
れ
、

長
じ
て
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学

科
に
進
ま
れ
た
。
だ
が
戦
時
下
の
た
め
、

四
四
年
六
月
に
徴
兵
さ
れ
、三
重
県
の
特

攻
基
地
に
配
属
さ
れ
た
。文
字
通
り
学
徒

出
陣
の
世
代
で
あ
る
。幸
い
敗
戦
後
に
復

学
、四
八
年
三
月
に
卒
業
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、演
劇
活
動
や
結
核
療
養
で
研

究
か
ら
遠
ざ
か
る
も
、五
七
年
四
月
よ
り

本
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
、研
究・

教
育
を
再
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
二
年
四

月
、本
学
専
任
講
師
に
着
任
。
助
教
授
を

経
て
、六
七
年
に
は
教
授
と
な
る
。
九
六

年
三
月
末
の
定
年
退
職
ま
で
三
四
年
。
非

常
勤
時
代
を
加
え
れ
ば
、実
に
三
九
年
に

わ
た
っ
て
、本
学
の
教
壇
に
立
た
れ
た
。

　

こ
の
間
、色
川
ゼ
ミ
の
参
加
者
は
延

べ
八
〇
〇
名
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。
六
八

年
、ゼ
ミ
生
と
の
共
同
調
査
に
よ
る
、い

わ
ゆ
る
五
日
市
憲
法
草
案
の
発
見
と
、

そ
の
意
義
を
広
め
る
活
動
は
、特
に
著

名
な
功
績
で
あ
る
。
ま
た
担
当
さ
れ
た

全
学
生
対
象
の
日
本
史
講
義
は
、毎
年
、

大
勢
の
受
講
生
が
詰
め
か
け
、市
民
や

他
大
学
の
学
生
に
よ
る
聴
講
も
絶
え
な

か
っ
た
と
い
う
。

民
衆
史
を
築
く

　
ご
専
門
は
日
本
近
代
史
、特
に
明
治
期

の
自
由
民
権
運
動
や
思
想・
文
化
の
研
究

追
悼 

色
川
大
吉
先
生

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー 

教
授  

戸
邉 

秀
明
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で
あ
っ
た
。一
九
六
四
年
に
出
さ
れ
た
初

の
単
著『
明
治
精
神
史
』は
、現
在
で
も

文
庫
版
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。民
権
運

動
に
身
を
投
じ
た
多
摩
の
青
年
た
ち
を

生
き
生
き
と
描
く
文
体
。草
の
根
に
生
き

る
人
々
の
歴
史
を
書
き
残
そ
う
と
す
る

情
熱
。
行
間
に
あ
ふ
れ
る
思
い
が
、多
く

の
読
者
を
魅
了
し
て
き
た
。こ
れ
が
民
衆

史
研
究
と
い
う
新
し
い
歴
史
学
の
出
発

点
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
民
衆
史
の
視
点
を
貫
き
な

が
ら
、昭
和
史
や
水
俣
、柳
田
國
男
、さ

ら
に
は
日
本
各
地
の
地
域
史
と
、幅
広

く
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
七
五
年
に

毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
け
た『
あ
る
昭

和
史 

― 

自
分
史
の
試
み
』に
よ
り
、自

分
史
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。探
検

家
の
顔
も
持
た
れ
、『
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

思
索
行
』や『
雲
表
の
国 

― 

チ
ベ
ッ
ト

踏
査
行
』な
ど
の
紀
行
文
も
多
い
。
代
表

的
な
論
考
は
、『
色
川
大
吉
著
作
集
』全
五

巻（
筑
摩
書
房
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、学
外
で
は
一
九
八
〇
年
か
ら

一
四
年
間
、「
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か

市
民
連
合
」の
代
表
世
話
人
と
し
て
、市

民
運
動
に
奔
走
さ
れ
た
。
同
時
に
、
不

知
火
海
総
合
学
術
調
査
団
の
団
長
や
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
設
立
時
に
お
け

る
総
合
展
示
委
員
の
代
表
者
会
議
座
長

を
務
め
る
な
ど
、学
術
組
織
で
の
貢
献

も
大
き
い
。（
本
学
退
職
ま
で
の
先
生

の
ご
経
歴
や
著
作
に
つ
い
て
は
、先
生

の
退
任
記
念
号
で
あ
る
本
学
の『
人
文

自
然
科
学
論
集
』第
一
〇
三
号
掲
載
の

年
譜
に
詳
し
い
）

東
経
大
へ
の
愛
着

　
こ
れ
ほ
ど
ご
活
躍
の
先
生
で
あ
る
。当

然
、旧
帝
大
系
も
含
め
、複
数
の
大
学
か

ら
招
請
が
あ
っ
た
が
、先
生
は
す
べ
て
お

断
り
に
な
り
、本
学
を
勤
め
上
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
多
摩
へ
の
飽
く
な
き
関
心
と
、自

由
な
雰
囲
気
を
保
っ
た
本
学
や
学
生
へ

の
愛
着
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。「
私
は

東
経
大
生
の
な
か
に
あ
る〝
民
衆
〟の
原

像
を
大
切
に
し
た
い
。
は
み
だ
し
人
間

を
愛
し
、落
ち
こ
ぼ
れ
人
間
の
優
し
さ
を

愛
す
る
。
彼
ら
に
は
真
実
心
が
あ
り
、そ

れ
は
な
に
も
の
に
も
か
え
が
た
い
魅
力

で
あ
っ
た
」。ご
退
職
時
の
こ
の
述
懐
が
、

東
経
大
へ
の
慈
し
み
の
深
さ
を
物
語
る
。

　
多
摩
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、多
摩
に
あ
る

本
学
を
育
て
た
一
人
の
歴
史
家
の
大
き

な
存
在
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
も
本
学
の

学
生
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て

い
る
。あ
ら
た
め
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
た
い
。

色川教授退任記念講演（1996年1月17日）

色川ゼミの史料調査（1968年8月） 五日市憲法草案（深沢家文書）

東京経済大学学術シンポジウム

歴史家・色川大吉の全体像（仮）
～多摩に生き、日本を問うた生涯～

2022 年 7月 23日（土）開催予定

詳細決定後、東京経済大学公式サイトでご案内します。

会場：東京経済大学 国分寺キャンパス内



多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
、東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
を
訪
ね
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
。

今
回
は
、セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
永
松
文
彦
代
表
取
締
役
社
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

躍動するＴＫＵ卒業生

永
松 

文
彦
さ
ん

株
式
会
社
セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長

NAGAM
ATSU FUM

IHIKO

　１
９
５
７
年
生
ま
れ
。１
９
８
０
年
、

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
卒
業
、セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
入
社
。
執
行

役
員
オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、執
行
役
員
人
事
本
部
長
、

取
締
役
執
行
役
員
営
業
本
部
長
兼
オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
本
部
長
、取
締
役
執
行

役
員
副
社
長
等
を
経
て
、２
０
１
９
年
４
月
か
ら
現
職
。

躍動する
ＴＫＵ
卒業生

東
京
経
済
大
学 

経
済
学
部
卒
業

お客様一人ひとりに支えられている
その原点を忘れたことはありません

経
済
の
全
体
像
を
知
る
面
白
さ

教
員
の
自
宅
を
訪
ね
た
こ
と
も

―
― 

１
９
８
０
年
に
東
経
大
を
卒
業

さ
れ
ま
し
た
。
東
経
大
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　

実
は
、私
が
生
ま
れ
育
っ
た
実
家
は

東
経
大
の
近
く
に
あ
る
ん
で
す
。
子
ど

も
の
頃
は
、敷
地
内
の
湧
き
水
の
と
こ

ろ
─
─
新
次
郎
池
と
い
う
ん
で
す
ね
─

─
で
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ（
笑
）。
そ
ん
な
わ
け
で
、東

経
大
へ
の
親
近
感
は
幼
少
期
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

　
進
学
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、色
々

な
大
学
を
見
学
す
る
な
か
で
、い
わ
ゆ
る

マ
ン
モ
ス
校
よ
り
も
、先
生
や
学
生
同

士
の
距
離
感
が
近
い
環
境
で
学
ぶ
方
が
、

自
分
に
は
合
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
入
学
後
に
実
感
し
ま
し
た
。

―
― 

経
済
学
部
で
は
、
江
夏
美
千
穂

教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
学
ば
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
、経
済
と
は
ど
の
よ
う
な
要

素
で
成
り
立
って
い
る
の
か
。
経
済
は
社

会
を
ど
う
動
か
す
の
か
。
そ
れ
は
歴
史

と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の

か
。こ
う
し
た
経
済・社
会
の
全
体
像
を

把
握
す
る
た
め
の
学
び
は
、非
常
に
興
味

深
かっ
た
で
す
し
有
意
義
で
し
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
、江
夏
美
千
穂
先
生
の
も
と

で
マ
ル
ク
ス
の『
資
本
論
』を
読
み
解
き
、

「
商
品
の
物
神
的
性
格
」
に
お
け
る
問

題
点
、株
式
会
社
の
資
本
集
中
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
江
夏
先
生
は
、本
当

に
学
者
ら
し
い
佇
ま
い
で
、非
常
に
深
い

見
識
を
持
っ
た
お
優
し
い
方
で
し
た
。
週

末
に
、ゼ
ミ
生
数
人
で
先
生
の
ご
自
宅
に

伺
って
色
々
と
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。い
ま
思
い
返
す
と
、

当
時
の
自
分
に
は
吸
収
し
き
れ
て
い
な
かっ

た
部
分
が
相
当
あ
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、

あ
た
た
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
学
時
代
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、同
じ
講
義
を
受
け
た
り
同
じ
書
物

を
読
ん
だ
り
し
て
も
、学
生
間
で
受
け
止

め
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
、考
え
方
や
感

覚
は
変
わ
る
。
自
分
に
と
っ
て
の〝
当
た

り
前
〟は
決
し
て
世
の
中
の〝
当
た
り
前
〟

で
は
な
い
─
─
。
頭
の
柔
ら
か
い
若
い
時

分
に
、そ
う
いっ
た
気
づ
き
を
得
ら
れ
た

の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
友
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多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
、東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
を
訪
ね
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
。

今
回
は
、セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
永
松
文
彦
代
表
取
締
役
社
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

躍動するＴＫＵ卒業生

永
松 

文
彦
さ
ん

株
式
会
社
セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長

NAGAM
ATSU FUM

IHIKO

　１
９
５
７
年
生
ま
れ
。１
９
８
０
年
、

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
卒
業
、セ
ブ
ン‒

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
入
社
。
執
行

役
員
オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、執
行
役
員
人
事
本
部
長
、

取
締
役
執
行
役
員
営
業
本
部
長
兼
オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
本
部
長
、取
締
役
執
行

役
員
副
社
長
等
を
経
て
、２
０
１
９
年
４
月
か
ら
現
職
。

躍動する
ＴＫＵ
卒業生

東
京
経
済
大
学 

経
済
学
部
卒
業

お客様一人ひとりに支えられている
その原点を忘れたことはありません

人
た
ち
と
は
、卒
業
後
も
一
緒
に
葵
祭

に
行
っ
た
り
、時
折
、近
況
報
告
を
し
た

り
と
、い
ま
も
交
流
が
あ
り
ま
す
よ
。

就
職
活
動
時
は
無
名
だ
っ
た

セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
に
感
じ
た
可
能
性

―
― 

大
学
卒
業
後
、セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。
就

職
先
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
で
す
か
。

　

大
学
２
年
の
頃
、友
人
と
遊
ん
で
帰

り
が
遅
く
な
っ
た
あ
る
夜
の
こ
と
。
環
八

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、煌
々
と
明
か
り

の
つ
い
た
一
軒
の
店
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、深
夜
ま
で
営
業
し
て
い
る
店
な

ん
て
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

「
最
近
は
こ
う
い
う
店
も
あ
る
の
か
！
」

と
、便
利
さ
に
驚
き
つ
つ
、カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
を
買
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、就
職
先
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
の「
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ・ビ
ジ
ネ
ス
」と
い
う
も
の

を
知
り
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
町
の

酒
屋
さ
ん
な
ど
を「
生
産
性
の
高
い
売

れ
る
店
」へ
と
共
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

仕
事
に
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
し
、24

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は

こ
れ
か
ら
の
日
本
で
も
っ
と
必
要
と
さ
れ

る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る

時
、環
八
通
り
沿
い
で
入
っ
た
あ
の
店
が

セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
だ
っ
た
こ
と
に
よ
う

や
く
気
づ
き
ま
し
た
。
当
時
の
社
会
状

況
、自
分
の
体
験
、そ
し
て
大
学
で
の
学

び
と
いっ
た
幾
つ
か
の〝
点
〟が
つ
な
がって

〝
線
〟に
な
っ
た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、就
職
活
動
時
は
セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
が
日
本
に
オ
ー
プ
ン
し
て
ま
だ

６
年
ほ
ど
で
、私
自
身
も
名
前
を
聞
い

た
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
そ

ん
な
会
社
に
行
っ
て
大
丈
夫
か
？
」
と

心
配
し
て
く
だ
さ
る
先
生
も
い
ま
し
た
よ

（
笑
）。
た
だ
私
は
、企
業
の
規
模
や
安

定
と
いっ
た
こ
と
に
は
関
心
が
な
か
っ
た

ん
で
す
。「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
を

か
け
る
に
は
面
白
い
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
夢
が

あ
る
！
」と
、入
社
を
決
め
ま
し
た
。

―
― 
そ
れ
か
ら
40
年
、い
ま
や
９
千
名
近

い
社
員
を
率
い
る
立
場
で
す
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
特
に
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
。

　
社
会
人
人
生
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、加

盟
店
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
ペレ
ー
シ
ョン・

フ
ィ
ー
ル
ド・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
店
舗
経

営
相
談
員
）と
なって
初
め
て
赴
任
し
た
、

福
島・会
津
若
松
で
の
日
々
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
た
め
に
も
絶
対
に

成
功
さ
せ
よ
う
と
意
気
込
ん
で
開
店
し

た
お
店
は
、最
初
は
な
か
な
か
お
客
様

が
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。お
店
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、割

引
券
を
付
け
た
チ
ラ
シ
を
作
って
は
毎
日

の
よ
う
に
近
所
を
一
軒
一
軒
配
っ
て
歩

き
ま
し
た
。
す
る
と
次
第
に
、お
客
様

が
そ
の
割
引
券
を
手
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と

来
店
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
…
…
。

あ
の
時
は
本
当
に
う
れ
し
かっ
た
で
す
ね
。

そ
う
や
っ
て
少
し
ず
つ
お
店
の
売
り
上

げ
は
上
が
って
い
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
年
以
上
経
っ
た
い
ま
、そ

の
会
津
若
松
の
お
店
は
、当
時
の
オ
ー

ナ
ー
の
お
孫
さ
ん
が
経
営
を
引
き
継
い

で
く
れ
て
い
ま
す
。
小
売
業
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
お
客
様
に
よ
って
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、人
生
を

か
け
て
店
舗
を
経
営
す
る
加
盟
店
主
の

方
々
の
た
め
に
も
我
々
は
持
続
的
な
成

長
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
20
代

の
私
は
そ
れ
を
心
か
ら
実
感
し
ま
し
た

し
、そ
の
思
い
は
い
ま
も
大
切
に
胸
に
刻

ん
で
い
ま
す
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
両
輪
で

―
― 

２
０
２
３
年
、セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
創
業
50
年
を
迎
え
ま
す
。

業
界
最
大
手
と
し
て
の
使
命
感
、今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、地
域
社
会
に
根
差
し
、地
域

に
貢
献
で
き
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ

と
で
す
。
セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
は
い
ま
、北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
に
２
万
１
千

を
超
え
る
店
舗
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
や
商
品
等
、き
め
細
や
か
な
対
応
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
、地
産
地
消
の
取
り
組
み

や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど
、地
域

と
の
連
携
も
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
は
グ
ロ
ー

バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
積
極
的
に
海

外
に
も
出
店
し
て
お
り
、我
々
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
進
め
よ
う
と
、7–Eleven 

International LLC

を
新
た
に
設
立

し
ま
し
た
。
い
ま
世
界
で
は
18
の
国
と

地
域
に
セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
を
出
店
し
て

い
ま
す
が
、今
年
は
ラ
オ
ス
や
イ
ス
ラ
エ

ル
に
１
号
店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、世
界
各
地
の
商
品
を
共

有
す
る
仕
組
み
を
整
え
、商
品
開
発
に

も
一
層
尽
力
し
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル・リ

テ
ー
ラ
ー
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

―
―  

学
生
を
は
じ
め
、若
い
世
代
に
向

け
て
、エ
ー
ル
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
日
本
の
18
歳
人
口
は
い
ま
１
１
５
万

人
ほ
ど
で
す
が
、そ
の
う
ち
大
学
入
学

者
数
は
60
万
人
ほ
ど
で
す
。
ま
ず
は
、

大
学
と
い
う
恵
ま
れ
た
学
び
の
場
に
身

を
置
く
こ
と
の
で
き
る
状
況
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
の

ベ
ー
ス
に
は
学
生
の
本
分
で
あ
る「
学

び
」
を
据
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身
を
振
り
返
って
み
て
も
、「
もっ

と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
思

う
こ
と
だ
ら
け
で
す
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
ず
っ
と
学
び
続
け

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
65
歳
で
す
が
、い
ま
も
日
々
必
死
に
、

新
た
な
こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と
努
め
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を
動
か
す
の
は
、

若
い
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、発
想
力・

行
動
力
で
す
。
身
の
回
り
か
ら
世
界
規

模
の
課
題
ま
で
、常
に
視
野
を
広
く
持
っ

て
も
の
を
考
え
、新
た
な
世
の
中
を
創

造
し
て
いって
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。
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2019年
12
月

2020年2021年
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

8
月

7
月

9
月

10
月

11
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

コロナ禍の東京経済大学2019 年 12 月に中国の武漢市で初症例が報告され、数カ月で世界に広がった新型コロナウイルス感染症。
本学でも危機管理本部を設置し、刻々と変化する状況を見極めながら大学運営を行ってきました。
コロナ禍の主な出来事と東京経済大学の対応や取り組みを、時系列で振り返ります。

 

中
国
武
漢
市
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
る

 

危
機
管
理
本
部
が
設
置
さ
れ
る
　

 

逐
次
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
会
議
」が
開
か
れ
る

23
日 

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式
中
止

 

卒
業
式（
学
長
式
辞
・
学
位
記
授
与
）を
ラ
イ
ブ
配
信

 

朝
日
新
聞
に
全
面
広
告
を
掲
出

 

１
２
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
中
止
を
決
定

 

１
学
期
の
授
業
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
す
る
こ
と
を
決
定

　
　
　

 
全
課
外
活
動
を
中
止

15
日 
学
生
の
入
構
制
限
を
段
階
的
に
緩
和

 

図
書
館
・
P
C
自
習
室
・
メ
ディ
ア
工
房
の
利
用
を
予
約
制
と
す
る

 

修
学
支
援
奨
学
金
の
設
立

17
日 

審
査
を
受
け
承
認
さ
れ
た
公
認
団
体
か
ら
課
外
活
動
を
再
開

18
日 

第
2
学
期
授
業
開
始
　
　

 

在
学
生
は
予
約
な
し
で
施
設
の
利
用
が
可
能
に
　
　
　

 

対
面×

オ
ン
ラ
イ
ン
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
も
登
場

3
日 

東
京
経
済
大
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
展
示

 

「
東
京
経
済
大
学
１
２
０
年
と
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
」展
を
大
倉
集
古
館
で
開
催（
〜
25
日
）

23
日 

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る

 

朝
日
・
日
本
経
済
新
聞
に
全
面
広
告
を
掲
出

27
日 

新
次
郎
池
周
辺
整
備
竣
工
式

31
日 

葵
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催（
〜
11
月
1
日
）

21
日 

創
立
１
２
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
危
機
を
バ
ネ
に
大
転
換
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
　
　
　
　

3
日 

第
97
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走 

陸
上
競
技
部
の
大
川
歩
夢
選
手
が

 

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
６
区
に
出
場

6
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
、再
び
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
　
　
　

22
日 

１
２
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム「
現
代
貨
幣
理
論
と
コ
ロ
ナ
危
機
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

23
日 

対
面（
縮
小
）分
散
方
式
で
卒
業
式
を
挙
行
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
実
施
　

 

特
設
サ
イ
ト
で
は
卒
入
学
生
に
向
け
桜
の
花
び
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
等
も
公
開

1
日 

入
学
式
、学
部
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
対
面
分
散
方
式
で
挙
行

8
日 

第
１
学
期
授
業
開
始

10
日 

２
０
２
０
年
度
入
学
生
入
学
式
を
学
部
入
れ
替
え
制
で
挙
行

25
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ

17
日 

父
母
の
会
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し
て
ベ
ン
チ
が
寄
贈

28
日 

緊
急
事
態
宣
言
前
の
形
態
で
授
業
再
開

30
日 

東
京
武
蔵
国
分
寺
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業 

９
，０
０
０
食
分
の
食
料
品
を
配
付

10
日 

文
化
の
花
道
　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
〜
17
日
）

12
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ

7
月

8
月

9
月

緊急事態宣言発令　
7/12～9/30

国
内
外
の
主
な
動
き

本
学
の
動
き

卒業式をライブ配信

第1学期授業開始

父母の会よりベンチが寄贈

創立120周年記念シンポジウム

卒業式をライブ配信

創立120周年記念展示創立120周年記念展示

創立120周年記念シンポジウム大川歩夢選手

日本経済新聞全面広告

第1学期授業開始

父母の会よりベンチが寄贈

大川歩夢選手

5
日 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
集
団
感
染
が
発
生

 

使
い
捨
て
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
が
品
薄
に

11
日 

世
界
保
健
機
関（
W
Ｈ
Ｏ
）が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

正
式
名
称
を「COVID-19

」と
命
名

27
日 

安
倍
首
相（
当
時
）が
小
中
高
の
学
校
な
ど
へ
休
校
を
要
請

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
感
染
が
拡
大

11
日 
W
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
認
定

 
選
抜
高
校
野
球 

史
上
初
の
中
止
決
定

24
日 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

２
０
２
１
年
に
延
期
決
定

3
日 

世
界
の
感
染
者
数
が
１
０
０
万
人
を
超
え
る

7
日 

東
京
都
で
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令

 

政
府
が
布
マ
ス
ク
配
布

11
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
数
が
７
２
０
人
に

 

第
１
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

16
日 

緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大

18
日 

国
内
の
感
染
者
が
１
万
人
を
超
え
る

20
日 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」

 

が
閣
議
決
定
。
支
援
金
と
し
て
国
民
一
人
当
た
り

 

現
金
10
万
円
が
給
付

28
日 

世
界
の
感
染
者
数
が
３
０
０
万
人
を
超
え
る

 

20
日 

夏
の
甲
子
園
中
止
決
定

27
日 

南
ア
フ
リ
カ
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ベ
ー
タ
株
」の
出
現

7
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
が一
日
と
し
て

 

過
去
最
多
の
１
，６
０
０
人
を
超
え
る

 

第
２
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

28
日 

安
倍
首
相
が
辞
任
表
明

 

プ
ロ
野
球
　
３
か
月
遅
れ
で
開
幕

19
日 

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
の
解
除

27
日 

J
リ
ー
グ
　
４
か
月
ぶ
り
の
公
式
戦

1
日 

Ｇ
o
Ｔ
o 

Ｅ
a
t
開
始

 

Ｇ
o
Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル
東
京
発
着
も
対
象
に

 

再
び
感
染
者
増
加

 

大
都
市
で
時
短
・
休
業
要
請

 

イ
ン
ド
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
デ
ル
タ
株
」の
出
現 

 

第
４
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

 

南
ア
フ
リ
カ
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」の
出
現

22
日 

政
府
の
観
光
支
援
事
業 「
Ｇ
o
Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル
」開
始

16
日 

菅
義
偉
内
閣
発
足

 

イ
ギ
リ
ス
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ア
ル
フ
ァ
株
」の
出
現

15
日 

日
本
国
内
で
初
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る

23
日 

中
国
武
漢
市
封
鎖

 

1
日 

新
語
・
流
行
語
大
賞
に「
３
密
」が
選
定
さ
れ
る

28
日 

Ｇ
o
Ｔ
o  

ト
ラ
ベル
を
全
国
一
斉
に
停
止

 

ブ
ラ
ジ
ル
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ガ
ン
マ
株
」の
出
現

17
日 

医
療
従
事
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

25
日 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

12
日 

高
齢
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

25
日 

東
京
で
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

12
日 

東
京
で
４
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

23
日 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

開
幕（
〜
８
月
８
日
）

20
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
が
２
万
５
，０
０
０
人
を
超
え
る

 

第
５
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

24
日 

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

開
幕（
〜
９
月
５
日
）

 

渋
谷
の
予
約
不
要
の
接
種
会
場
に
若
者
が
行
列

1
日 

国
内
の
累
計
感
染
者
が
１
５
０
万
人
を
超
え
る

30
日 

菅
義
偉 

自
民
党
総
裁
と
し
て
任
期
満
了

4
日 

岸
田
文
雄
内
閣
発
足

8
日 

東
京
都
で
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

 

国
内
の
新
規
感
染
者
が
８
，０
０
０
人
を
超
え
る

 

第
３
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

20
日 

ア
メ
リ
カ
で
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
就
任

緊急事態宣言発令　

第1学期　授業期間第2学期 授業期間

対面授業再開対面授業再開
日本経済新聞全面広告

朝日新聞全面広告朝日新聞全面広告

1/8 ～ 3/217/12～9/30
緊急事態宣言発令　
4/7～ 5/25

第2学期　授業期間 第1学期　授業期間

1
日 

入
学
式
中
止

8
日 

授
業
開
始
日
を
４
月
22
日
へ
変
更
　
　
　
　
　
　

22
日 

第
１
学
期
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
始

30
日 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
開
始

 

学
内
の
施
設
利
用
禁
止

 

大
学
構
内
へ
の
入
構
を
制
限

 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
支
援
委
員
会
が
発
足

 

遠
隔
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

 

1
年
生
全
員
へ
履
修
必
修
科
目
の
教
科
書
を
無
償
配
付

 

在
学
生
が
生
協
で
購
入
し
た
教
科
書
の
送
料
を
大
学
が
負
担

 

在
学
生
が
図
書
館
か
ら
借
用
し
た
本
の
送
料
を
大
学
が
負
担

 

在
学
生
全
員
に
一
律
5
万
円
の
支
給
を
決
定

フードバンク事業フードバンク事業

24
日
　
第
２
学
期
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
始

 

東
経
大×JASSO

　
食
の
支
援
ミ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
配
付

　8
日
　
緊
急
事
態
宣
言
前
の
形
態
で
授
業
再
開

11
日
　
大
学
と
生
協
が
協
力
し
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
学
生
支
援

 

生
理
の
貧
困
解
消
へ
　
教
職
員
の
有
志
団
体

 

「
女
子
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動

30
日
　
葵
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン（
一
部
生
配
信
）で
開
催（
〜
31
日
）

　

緊急事態宣言発令　
4/25～ 6/20

新次郎池周辺整備竣工式新次郎池周辺整備竣工式卒業生向けメッセージ動画卒業生向けメッセージ動画
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コロナ禍の東京経済大学2019 年 12 月に中国の武漢市で初症例が報告され、数カ月で世界に広がった新型コロナウイルス感染症。
本学でも危機管理本部を設置し、刻々と変化する状況を見極めながら大学運営を行ってきました。
コロナ禍の主な出来事と東京経済大学の対応や取り組みを、時系列で振り返ります。

 

中
国
武
漢
市
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
る

 

危
機
管
理
本
部
が
設
置
さ
れ
る
　

 

逐
次
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
会
議
」が
開
か
れ
る

23
日 

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式
中
止

 

卒
業
式（
学
長
式
辞
・
学
位
記
授
与
）を
ラ
イ
ブ
配
信

 

朝
日
新
聞
に
全
面
広
告
を
掲
出

 

１
２
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
中
止
を
決
定

 

１
学
期
の
授
業
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
す
る
こ
と
を
決
定

　
　
　

 

全
課
外
活
動
を
中
止

15
日 

学
生
の
入
構
制
限
を
段
階
的
に
緩
和

 

図
書
館
・
P
C
自
習
室
・
メ
ディ
ア
工
房
の
利
用
を
予
約
制
と
す
る

 

修
学
支
援
奨
学
金
の
設
立

17
日 

審
査
を
受
け
承
認
さ
れ
た
公
認
団
体
か
ら
課
外
活
動
を
再
開

18
日 

第
2
学
期
授
業
開
始
　
　

 

在
学
生
は
予
約
な
し
で
施
設
の
利
用
が
可
能
に
　
　
　

 

対
面×

オ
ン
ラ
イ
ン
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
も
登
場

3
日 

東
京
経
済
大
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
展
示

 

「
東
京
経
済
大
学
１
２
０
年
と
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
」展
を
大
倉
集
古
館
で
開
催（
〜
25
日
）

23
日 

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る

 

朝
日
・
日
本
経
済
新
聞
に
全
面
広
告
を
掲
出

27
日 

新
次
郎
池
周
辺
整
備
竣
工
式

31
日 

葵
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催（
〜
11
月
1
日
）

21
日 

創
立
１
２
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
危
機
を
バ
ネ
に
大
転
換
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
　
　
　
　

3
日 

第
97
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走 

陸
上
競
技
部
の
大
川
歩
夢
選
手
が

 

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
６
区
に
出
場

6
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
、再
び
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
　
　
　

22
日 

１
２
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム「
現
代
貨
幣
理
論
と
コ
ロ
ナ
危
機
」オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

23
日 

対
面（
縮
小
）分
散
方
式
で
卒
業
式
を
挙
行
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
実
施
　

 

特
設
サ
イ
ト
で
は
卒
入
学
生
に
向
け
桜
の
花
び
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
等
も
公
開

1
日 

入
学
式
、学
部
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
対
面
分
散
方
式
で
挙
行

8
日 

第
１
学
期
授
業
開
始

10
日 

２
０
２
０
年
度
入
学
生
入
学
式
を
学
部
入
れ
替
え
制
で
挙
行

25
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ

17
日 

父
母
の
会
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し
て
ベ
ン
チ
が
寄
贈

28
日 

緊
急
事
態
宣
言
前
の
形
態
で
授
業
再
開

30
日 

東
京
武
蔵
国
分
寺
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業 

９
，０
０
０
食
分
の
食
料
品
を
配
付

10
日 
文
化
の
花
道
　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催（
〜
17
日
）

12
日 

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
い
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ

7
月

8
月

9
月

緊急事態宣言発令　
7/12～9/30

国
内
外
の
主
な
動
き

本
学
の
動
き

卒業式をライブ配信

第1学期授業開始

父母の会よりベンチが寄贈

創立120周年記念シンポジウム

卒業式をライブ配信

創立120周年記念展示創立120周年記念展示

創立120周年記念シンポジウム大川歩夢選手

日本経済新聞全面広告

第1学期授業開始

父母の会よりベンチが寄贈

大川歩夢選手

5
日 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
集
団
感
染
が
発
生

 

使
い
捨
て
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
が
品
薄
に

11
日 

世
界
保
健
機
関（
W
Ｈ
Ｏ
）が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

正
式
名
称
を「COVID-19

」と
命
名

27
日 

安
倍
首
相（
当
時
）が
小
中
高
の
学
校
な
ど
へ
休
校
を
要
請

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
感
染
が
拡
大

11
日 

W
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
認
定

 

選
抜
高
校
野
球 

史
上
初
の
中
止
決
定

24
日 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

２
０
２
１
年
に
延
期
決
定

3
日 

世
界
の
感
染
者
数
が
１
０
０
万
人
を
超
え
る

7
日 

東
京
都
で
初
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令

 

政
府
が
布
マ
ス
ク
配
布

11
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
数
が
７
２
０
人
に

 

第
１
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

16
日 

緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大

18
日 

国
内
の
感
染
者
が
１
万
人
を
超
え
る

20
日 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」

 

が
閣
議
決
定
。
支
援
金
と
し
て
国
民
一
人
当
た
り

 

現
金
10
万
円
が
給
付

28
日 

世
界
の
感
染
者
数
が
３
０
０
万
人
を
超
え
る

 

20
日 

夏
の
甲
子
園
中
止
決
定

27
日 

南
ア
フ
リ
カ
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ベ
ー
タ
株
」の
出
現

7
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
が一
日
と
し
て

 

過
去
最
多
の
１
，６
０
０
人
を
超
え
る

 

第
２
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

28
日 

安
倍
首
相
が
辞
任
表
明

 

プ
ロ
野
球
　
３
か
月
遅
れ
で
開
幕

19
日 

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
の
解
除

27
日 

J
リ
ー
グ
　
４
か
月
ぶ
り
の
公
式
戦

1
日 

Ｇ
o
Ｔ
o 

Ｅ
a
t
開
始

 

Ｇ
o
Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル
東
京
発
着
も
対
象
に

 

再
び
感
染
者
増
加

 

大
都
市
で
時
短
・
休
業
要
請

 

イ
ン
ド
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
デ
ル
タ
株
」の
出
現 

 

第
４
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

 

南
ア
フ
リ
カ
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」の
出
現

22
日 

政
府
の
観
光
支
援
事
業 「
Ｇ
o
Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル
」開
始

16
日 

菅
義
偉
内
閣
発
足

 

イ
ギ
リ
ス
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ア
ル
フ
ァ
株
」の
出
現

15
日 

日
本
国
内
で
初
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る

23
日 

中
国
武
漢
市
封
鎖

 

1
日 

新
語
・
流
行
語
大
賞
に「
３
密
」が
選
定
さ
れ
る

28
日 

Ｇ
o
Ｔ
o  

ト
ラ
ベル
を
全
国
一
斉
に
停
止

 

ブ
ラ
ジ
ル
で
変
異
ウ
イ
ル
ス「
ガ
ン
マ
株
」の
出
現

17
日 

医
療
従
事
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

25
日 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

12
日 

高
齢
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

25
日 

東
京
で
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

12
日 

東
京
で
４
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

23
日 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

開
幕（
〜
８
月
８
日
）

20
日 

国
内
の
新
規
感
染
者
が
２
万
５
，０
０
０
人
を
超
え
る

 

第
５
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

24
日 

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

開
幕（
〜
９
月
５
日
）

 

渋
谷
の
予
約
不
要
の
接
種
会
場
に
若
者
が
行
列

1
日 

国
内
の
累
計
感
染
者
が
１
５
０
万
人
を
超
え
る

30
日 

菅
義
偉 

自
民
党
総
裁
と
し
て
任
期
満
了

4
日 

岸
田
文
雄
内
閣
発
足

8
日 

東
京
都
で
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

 

国
内
の
新
規
感
染
者
が
８
，０
０
０
人
を
超
え
る

 

第
３
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

20
日 

ア
メ
リ
カ
で
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
就
任

緊急事態宣言発令　

第1学期　授業期間第2学期 授業期間

対面授業再開対面授業再開
日本経済新聞全面広告

朝日新聞全面広告朝日新聞全面広告

1/8 ～ 3/217/12～9/30
緊急事態宣言発令　
4/7～ 5/25

第2学期　授業期間 第1学期　授業期間

1
日 

入
学
式
中
止

8
日 

授
業
開
始
日
を
４
月
22
日
へ
変
更
　
　
　
　
　
　

22
日 

第
１
学
期
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
始

30
日 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
開
始

 

学
内
の
施
設
利
用
禁
止

 

大
学
構
内
へ
の
入
構
を
制
限

 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
支
援
委
員
会
が
発
足

 

遠
隔
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

 

1
年
生
全
員
へ
履
修
必
修
科
目
の
教
科
書
を
無
償
配
付

 

在
学
生
が
生
協
で
購
入
し
た
教
科
書
の
送
料
を
大
学
が
負
担

 

在
学
生
が
図
書
館
か
ら
借
用
し
た
本
の
送
料
を
大
学
が
負
担

 

在
学
生
全
員
に
一
律
5
万
円
の
支
給
を
決
定

フードバンク事業フードバンク事業

24
日
　
第
２
学
期
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
始

 

東
経
大×JASSO
　
食
の
支
援
ミ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
配
付

　8
日
　
緊
急
事
態
宣
言
前
の
形
態
で
授
業
再
開

11
日
　
大
学
と
生
協
が
協
力
し
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
学
生
支
援

 

生
理
の
貧
困
解
消
へ
　
教
職
員
の
有
志
団
体

 

「
女
子
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動

30
日
　
葵
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン（
一
部
生
配
信
）で
開
催（
〜
31
日
）

　

緊急事態宣言発令　
4/25～ 6/20

新次郎池周辺整備竣工式新次郎池周辺整備竣工式卒業生向けメッセージ動画卒業生向けメッセージ動画
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東経大の研究とSDGs

Tokyo Keizai University 

SDGs

　私の研究教育活動の根本には水俣病があります。
担当する「現代社会論」や「都市環境論」の授業で
は、どのような問題を取り上げても、ことあるごとに
水俣病に立ち返って議論します。社会と環境との関
係をめぐって論じられるすべてのものが水俣にはあ
る、というのがその理由です。SDGsに挙げられて
いるあらゆる目標が直接または間接に水俣病という
言葉で表現される世界の中にある、とも言えるので
はないでしょうか。周知の通り、水俣病は単なる海
洋汚染の問題ではありません。水俣病が発生する

以前から存在していた漁民に対する差別や偏見、高
度経済成長という時代、それに伴う人々の生活や価
値観の変化、すべてが絡まり合いこの問題を複雑な
ものにしています。2021年で公式確認から65年を
過ぎましたが、いまだ解決していません。SDGsが
2030年までに達成を目指すのであれば、水俣病の
解決なくしてその達成はありません。単に水俣病の
歴史や裁判を教えるだけでなく、水俣病から現代社
会を捉え、議論していくことで、私なりの視点で本学
のSDGs推進に向けた取り組みに貢献していきます。

現代法学部専任講師　野澤淳史

不知火海に沈む夕日。その美しさは圧倒的です。

Tokyo Keizai  University  SDGs 

チッソ水俣工場で副生されたメチル水銀を含む排
水が無処理のまま流された百間排水口。

2020年7月上梓。母胎内でメチル水銀に曝露し
生まれた胎児性患者の方々はすでに還暦を過ぎて
います。今後、どのように生きていくのでしょうか。

2013年「水銀に関する水俣条約外交会議」にて。
メチル水銀汚染は過去の出来事ではありません。
現代社会の喫緊の課題です。

東
京
経
済
大
学
へ
の 

ご
寄
付
に
つ
い
て

　
東
京
経
済
大
学
へ
の
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

卒
業
生
、
ご
父
母
を
は
じ
め
学
内
外
の
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
七
年
二
月
か
ら
募
集
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
は
皆
様
の
ご

支
援
に
よ
り
二
〇
二
一
年
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
九
月
に
は
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

皆
様
に「
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
芳
名
録
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
現
在
七
つ
の
基
金
を
創
設
し
、
そ
の

果
実
に
よ
り
学
生
支
援
等
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
六
月
か
ら
募
集
を

始
め
ま
し
た
修
学
支
援
特
別
奨
学
寄
付
金
に
も
多
く

の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
こ
の
基
金
（
寄
付
金
）に
よ
り
学
生
の
修
学
支
援
、

課
外
活
動
支
援
、
海
外
留
学
支
援
等
を
充
実
さ
せ
て

い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
く
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
前
号
掲
載
以
降
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
の
う
ち
、
ご
本
人
様
の
ご
了
解
を
い
た

だ
い
た
方
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
二
二
年
一
月

　
学
校
法
人	

東
京
経
済
大
学	

	
	

理
事
長		

菅
原
　
寛
貴

	

東
京
経
済
大
学	

	
	

　
学
長		

岡
本
　
英
男

七
つ
の
基
金
に
つ
い
て

〔 

東
京
経
済
大
学
奨
学
基
金 

〕

		

人
物
・
学
力
と
も
に
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
経
済

的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対
す
る
経
済

的
援
助
の
た
め
の
基
金
で
す
。

〔 

東
京
経
済
大
学
国
際
交
流
奨
学
基
金 

〕

		

海
外
の
協
定
校
へ
本
学
の
学
生
が
留
学
す
る
場

合
の
奨
学
金
支
給
や
、
交
換
留
学
生
の
聴
講
料
免

除
な
ど
、
本
学
の
国
際
交
流
を
促
進
し
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基
金
で
す
。

〔 

安
城
記
念
奨
学
基
金 

〕

		

昭
和
三
十
五
年
卒
業
の
安
城
欽
寿
氏
よ
り
、
公
認

会
計
士
・
税
理
士
・
司
法
試
験
等
の
難
関
資
格

取
得
に
挑
戦
す
る
本
学
学
部
生
及
び
大
学
院
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
で
、広
く
社
会
に
貢
献
し
、

本
学
の
名
誉
を
高
め
う
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
基
金
で
す
。

〔 

東
京
経
済
大
学
研
究
・
研
修
奨
励
基
金 

〕

		

教
員
の
学
会
で
の
研
究
発
表
へ
の
助
成
や
専
任

職
員
の
研
修
に
関
す
る
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
専

任
教
職
員
の
学
術
研
究
及
び
研
修
を
助
成
し
、
奨

励
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

〔 

東
京
経
済
大
学
国
際
交
流
基
金 

〕

		

対
外
経
済
貿
易
大
学
（
中
国
）
と
の
間
で
の
教
員

の
派
遣
及
び
受
入
れ
や
、
他
大
学
の
研
究
員
や
ゲ

ス
ト
等
と
の
交
流
の
た
め
の
費
用
と
し
て
利
用
し

て
お
り
、
専
任
教
員
と
内
外
研
究
者
に
よ
る
海
外

大
学
と
の
学
術
・
文
化
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
の
基
金
で
す
。

〔 

東
京
経
済
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金 

〕

		

能
力
・
実
績
と
も
に
優
れ
た
人
材
を
体
育
会
指

導
者
と
し
て
招
聘
す
る
な
ど
、
本
学
の
三
十
に
及

ぶ
体
育
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
活
動
助
成
金
の
支
給

や
活
動
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
本
学
の
課
外
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
た
め
、
助
成
体
制
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
基
金
で
す
。

〔 	

東
京
経
済
大
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進

基
金 

〕

		

ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の
高
度
な
資
格
取
得
や
目
的
意
識
の

明
確
な
学
生
を
対
象
に
専
門
的
な
教
育
を
行
う

選
抜
制
の
少
人
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
所
属
す
る
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
（
金
融
・
会

計
・
Ｐ
Ｒ
・
法
律
・
英
語
）
に
応
じ
て
専
門
学
校

講
座
料
や
海
外
で
の
現
地
研
修
費
等
に
利
用
さ
れ
、

学
生
の
学
習
や
就
職
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る

な
ど
の
手
厚
い
支
援
を
行
う
た
め
の
基
金
で
す
。

寄 付 者 ご 芳 名

各基金の種類・残高
（2021年3月31日現在）

基金の名称 基金の残高（円）
1.	 東京経済大学奨学基金 2,342,881,076
2.	 東京経済大学国際交流奨学基金 85,613,708
3.	 安城記念奨学基金 105,943,605
4.	 東京経済大学研究・研修奨励基金 33,924,401
5.	 東京経済大学国際交流基金 66,717,891
6.	 東京経済大学スポーツ振興基金 1,102,201,000
7.	 	東京経済大学アドバンストプログラム	
推進基金 1,000,020,000

合 計 4,737,301,681

修
学
支
援
特
別
奨
学
寄
付
金

卒
業
生

●
五
〇
万
円	

	

髙
橋
　
嘉
信	

様	 （
昭
52
）

●
一
〇
万
円	

	

野
田
　
忠
幸	

様	 （
昭
50
）

江
川
　
正
文	

様	 （
昭
59
）

●
八
万
円	

	
西
海
　
義
勝	

様	 （
昭
42
）

●
七
万
円	

	

丸
島
　
実	

様	 （
平
03
）

●
五
万
円	

	

関
根
　
克
臣	
様	 （
昭
42
）

黒
澤
　
祥
雄	
様	 （
昭
48
）

●
三
万
円	

	

高
橋
　
和
夫	

様	 （
昭
33
）

香
田
　
信
夫	

様	 （
昭
36
）

匿
　
　
名
　	

様
　
1
名

●
二
万
円	

	

神
尾
　
龍
三
郎	

様	 （
昭
33
）

影
山
　
薫	

様	 （
昭
53
）

篠
崎
　
敏
夫	

様	 （
昭
54
）

岡
崎
　
好
洋	

様	 （
平
12
）

匿
　
　
名	

様
　
1
名

●
一
万
円	

	

樺
沢
　
徹		

様	 （
昭
43
）

梅
澤
　
行
夫	

様	 （
昭
46
）

岩
間
　
邦
一		

様	 （
平
08
）

高
橋
　
真
裕	

様	 （
平
23
）

匿
　
　
名	

様		

1
名

●
五
千
円	

	

匿
　
　
名	

様		

1
名

卒
業
生
団
体

●
一
〇
万
円	

	

葵
友
会
鹿
児
島
支
部
　
様	

葵
友
会
横
浜
支
部
　
　
様	

在
学
生
父
母

●
一
〇
万
円

匿
　
名	

様		

1
名

法
人
役
員
／
教
職
員

※
現・旧
含
み
ま
す
。	

	

●
二
〇
〇
万
円	

	

松
本
　
充
弘	

様	
	

（
平
09・客
員
教
授
）

●
一
〇
〇
万
円	

	

本
田
　
喜
範		

様（
旧
教
職
員
）

●
三
〇
万
円	

	

中
村
　
青
志		

様（
旧
教
職
員
）

●
一
〇
万
円	

	

匿
　
　
名	

様		

2
名

●
三
万
円	

	

匿
　
　
名	

様		

1
名
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「
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

寄
付
者
芳
名
版
」の
設
置
に
つ
い
て

　
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
顕

彰
と
い
た
し
ま
し
て
、
大
倉
喜
八
郎 

進
一
層
館
一
階
に「
創
立
一
二
〇
周

年
記
念
事
業
募
金
寄
付
者
芳
名
版
」

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
の

方
（
一
万
円
以
上
）、
法
人
の
方
（
一

〇
〇
万
円

以
上
）、
団

体
の
方
（
三

〇
万
円
以

上
）を
掲
載

さ
せ
て
い

た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
募
金

◎
体
育
会

端
艇
部

●
二
五
万
円	

	

鈴
木
　
朝
喜 	

様	 （
昭
59
）

陸
上
競
技
部

●
一
〇
万
円	

	

臼
井
　
定
義	

様	 （
昭
57
）

匿
　
　
名	

様  

1
名

●
五
万
円	

	

鈴
木
　
の
り
子	

様	 （
昭
47
）

堤
　
　
あ
か
ね	

様	 （
昭
57
）

卒
業
生

●
二
万
円

福
士
　
学	

様	 （
平
08
）

●
一
万
五
千
円

長
田
　
真
修	

様	 （
昭
41
）

●
四
万
円

匿
　
　
名	

様  

1
名

●
三
万
円	

	

今
井
　
中	

様	 （
昭
30
）

杉
澤
　
秀
明 	

様	 （
平
15
）

大
石
　
英
夫	

様	  （
在
学
生
父
母
）

●
二
万
七
千
円	

	

小
松
　
隆
一	

様	 （
昭
46
）

●
二
万
五
千
円	

	

松
田
　
豊 	

様	 （
平
11
）

●
二
万
円	

	

田
中
　
紀
之	

様 （
昭
35・元
法
人
役
員
）

樫
原
　
啓
子	

様 （
昭
42・旧
教
職
員
）

久
保
田
　
敏
文	

様	 （
昭
53
）

匿
　
　
名	

様  

2
名

●
一
万
円

村
上
　
賢
一	

様	 （
昭
35
）

小
関
　
勝
紀 	

様	 （
昭
45
）

鈴
木
　
秀
俊	

様	 （
昭
59
）

●
五
千
円

岡
田
　
光
生	

様	 （
昭
37
）

●
一
万
円	

	

松
田
　
眞	

様	 （
昭
35
）

黒
坂
　
東
五	

様	 （
昭
39
）

濱
田
　
光
訓  	

様	 （
昭
39
）

佐
藤
　
伸
一	

様	 （
昭
48
）

山
根
　
睦
嘉  	

様	 （
昭
49
）

八
木
　
茂
樹	

様 （
昭
59・法
人
役
員
）

中
村
　
広
次	

様	 （
平
02
）

吉
仲
　
慶
太 	

様	 （
平
10
）

本
田
　
呂
文	

様	  （
在
学
生
父
母
）

浜
野
　
隆
典  	

様	  （
旧
教
職
員
）

合
気
道
部

●
三
千
円	

	

吉
良
　
和
彦 	

様	 （
昭
59
）

●
四
千
円

石
井
　
光
一	

様	 （
昭
46
）

卒
業
生
団
体

●
一
〇
万
円

葵
友
会
新
潟
支
部
　
様

大
学
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
金

佐
藤
　
行
弘
　	

様	

（
昭
41
）	

金
二
〇
〇
万
円

株
式
会
社
タ
カ
ヤ
マ	

様		

金
三
○
万
円

百
瀬
　
洋	

様	

（
昭
34
）	

金
五
万
円

本
田
　
典
子	

様	

　（
故 

本
田
　
喜
範
教
授
の
奥
様
）	

金
五
○
万
円

堤
　
あ
か
ね	

様	

（
昭
57
）	

金
五
万
円

T
K
U
古
本
募
金	

　
　

　
　
金
二
万
五
千
五
一
四
円

　
　
　
　（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
〇
日
）

国
際
交
流
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
金

曽
根
　
清
吉	

様	

（
昭
33
）	

金
二
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
の
寄
付
金

藤
田
　
英
司	

様	

（
昭
48
）	

金
一
○
万
円

鈴
本
　
友
章	

様	

（
昭
55
）	

金
三
万
円

ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
基
金
へ
の
寄
付
金

匿
　
　
　
名	

様		

金
五
○
万
円

匿
　
　
　
名	

様		

金
一
○
万
円

大
倉
記
念
学
芸
振
興
会
へ
の
寄
付
金

長
谷
川
　
倫
子	

様

　（
本
学
専
任
教
員
）		

金
五
万
円

そ
の
他
の
寄
付
金	

	
	

●
地
域
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
と
し
て

西
武
信
用
金
庫
　
理
事
長
　

髙
橋
　
一
朗	

様		

金
三
○
万
円

現
物
寄
付	

	
	

葵
水
会
　
代
表

田
中
　
良
治	

様	

（
昭
55
）

　
男
子
舵
手
な
し
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
艇	

１
艇

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル・　

　
舵
手
な
し
ペ
ア
兼
用
艇	

１
艇

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
艇	

２
艇

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
艇
等	

15
艇

匿
　
　
　
名	

様		

　
住
宅	

	
	

１
棟

匿
　
　
　
名	

様		

　
掛
軸	

	
	

１
幅

砂
田
　
寿
子	

様		

　
版
画	

	
	

１
点

東
京
経
済
大
学
父
母
の
会
　
様

　
テ
ー
ブ
ル
付
き
ベ
ン
チ
他	

81
台

創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

※ 

二
〇
二
一
年
六
月
ま
で
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
号
ま
で
の
大
学
報
と「
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
芳

名
録
」に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。七
月
以
降
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各基金の詳細については 
東京経済大学公式サイトをご覧ください。

https://www.tku.ac.jp/tku/kifu/shogaku.html

東京経済大学へのご寄付をお考えの方は 
こちらをご覧ください。

https://fundexapp.jp/tku/entry.php

東
京
経
済
大
学
教
育
振
興
資
金
寄
付
ご
芳
名

　「
東
京
経
済
大
学
教
育
振
興
資
金
」
の
募
集
に
あ
た

り
、
保
護
者
の
皆
様
よ
り
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
載
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ご

厚
志
は
、
教
育
の
充
実
や
奨
学
金
制
度
の
拡
充
な
ど

の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
本
学
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
一
月

　
　
学
校
法
人
　
東
京
経
済
大
学

 

理
事
長
　
菅
原
　
寛
貴
　

　
　
　
　
　
　
　
東
京
経
済
大
学
　
　

 

　
学
長
　
岡
本
　
英
男

教
育
振
興
資
金
（
一
口
一
〇
万
円
）

　
寄
付
金
ご
芳
名
掲
載
に
あ
た
り
、
ご
本
人
様
の
ご

了
解
を
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
匿
名
ご
希
望
の
一
九
名
様

よ
り
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
六
日
か
ら
十
月
三
一
日
ま
で
の
応
募
分
）

経
済
学
部

嶋
津
　
晃	

様

佐
藤
　
雅
和	

様

小
林
　
康
宏	

様
　（
二
口
）

井
上
　
東	

様
　（
二
口
）

花
村
　
泰
年	

様
　（
二
口
）

伊
藤
　
靖
子	

様
　（
三
口
）

経
営
学
部

塚
本
　
裕
昭	

様

植
田
　
浩
行	

様

井
上
　
大
蔵	

様

下
津
　
公
大	

様
　（
二
口
）

三
代
川
　
亮
一	

様
　（
二
口
）

澁
谷
　
清	

様

山
下
　
安
雄	

様
　（
二
口
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

秋
田
　
三
和
興	

様

石
原
　
路
子	

様

現
代
法
学
部

渡
辺
　
真
也	

様

匿
　
　
名	

様    

一
九
名
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　２０２１年１０月１１日（月）から３日間、一人暮らしや生活が困窮して
いる本学学生へ食料品を配付するフードバンク事業を行いました。
本事業は東京経済大学と東京経済大
学生活協同組合が協力し、希望した学
生に引換券を発行する方式で実施しま
した。来場者は１、２年生が多く、「生
活費の節約になり助かる」「自炊する
きっかけとなる」とコメントを寄せました。１１月、１２月にも同様の取り
組みが行われ、多くの学生が活用しました。
　また１０月から１２月にかけて、毎月１週間、東京経済大学教職員の
有志団体「女子学生支援プロジェクト」は、SDGs５番目の目標のジェ
ンダー平等達成に向け女子学生を対象に生理用品を配付しました。２０
２１年６月に女性教職員の有志でプロジェクトを立ち上げ学内に広く呼び
かけを行い、専任教職員だけでなく、理事や非専任の教職員、派遣
スタッフ、教職員のご家族、近隣の方からのカンパによって実施に至り
ました。生理用品を受け取った女子学生は「コロナ禍での一人暮らしで、
アルバイトを思うようにできず大変困っている。毎月の出費になるため
今回の生理用品の配付はとてもありがたい」と話してくれました。
　この活動の期間中、延べ約450名の女子学生が生理用品を受け
取りました。

　２０２１年９月１５日（水）、東京経済大学は２０２１年度９月期卒業式を
行い、学部・大学院併せて７３名が卒業・修了を迎えました。
　今年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、学部生
は学部ごとに教室に分かれ、学部長より学位記授与を行いました。研
究科は祖国へすでに帰国した修了生に配慮し、対面及びZoom併用に
て実施しました。修了者からは「指導し
てくださった先生に心から感謝を伝えた
い」「日本での経験や、これまで研究し
てきたことを将来に役立てたい」といっ
た声が寄せられました。

大学構内に傘のシェアリングサービス
「アイカサ」が設置される

2021年度9月期卒業式
73名が新たな道へ

　２０２１年１０月１９日（火）～１０月２１日（木）の３日間、東京経済大
学公認学生団体が１、２年生を対象に「学団合同説明会・サークル
相談会」を開催しました。
　学団合同説明会・サークル相談会は、Twitter などの SNS で部
活やサークルの情報が十分に得られない１、２年生が対面で情報を
得ることができる場を企画してほしいという学生課の要望により、公
認学生団体が企画したイベントで、学団・体育会・文化会が３つの
教室に分かれ、各団体２名ずつのブースで説明を行いました。
　文化会本部の冨田萌音さん（経営４年）は、「ブースに人が集まっ
てくれて嬉しいです。今回加盟団体の説明ができたので、これから
団体紹介を盛り込んだ資料を作成していきたいです。未加盟団体に
ついての質問をしてくれる人が多かったことも印象的でした。まだ未
加盟団体を束ねる組織がないため、学生課と協力して未加盟団体
の紹介ができるイベントを開催することが必要だと感じています」と、
新入生歓迎活動を経験していない世代に学内の団体を継承するた
めの意気込みを話していました。

学団合同説明会・サークル相談会を開催

　２０２１年９月２１日（火）、傘のシェアリングサービス「アイカサ」が、国
分寺キャンパス１号館１階と葵陵会館１階の入り口に、合計２台設置さ
れました。
　「アイカサ」は、使い捨て傘を少しでも減らしたいという想いからスター
トした日本一の傘シェアリングサービスで、駅や商業施設、飲食店など
に設置されたアイカサスポットから傘をレンタルし、利用後は最寄りのス
ポットに返却することができるものです。
　本学への設置には、国分寺の地域連携やSDGs活動を推進する経

済学部尾崎寛直教授、周牧之教授が関わっており、設置当日は周牧
之ゼミ生も立ち合い、使用方法やメンテナンス、事業運営について等、
熱心に質問していました。
　日本では、年間約８,０００万本のビニール傘が消費され、消費量は世
界で1位と言われています。使い捨てられるビニール傘は資源の浪費、
環境問題にも大きく影響を及ぼします。
　アイカサスポットは国分寺駅や国分寺マルイの入り口にも設置されて
おり、急な雨で傘の持ち合わせがないときも、ビニール傘を購入する半
額以下の料金でレンタルができ、かつ資
源を守ることにもつながります。大学構内
で傘を借り国分寺駅で返却、またその逆
も可能です。なおアイカサの利用には、
アプリの登録が必要になります。 

東経大 T O P I C S

「食の貧困」と「生理の貧困」の解消に
向けた学生支援を実施

第98回箱根駅伝予選会は総合20位
応援ありがとうございました
　第９８回東京箱根間往復大学駅伝競走の予選会が、２０２１年１０月
２３日（土）に陸上自衛隊立川駐屯地周回コースにおいて無観客で
行われました。東京経済大学陸上競技部は、総合タイム１０時間５４
分３６秒で２０位となり残念ながら本選出場にはとどきませんでしたが、
過去最高順位タイとなり、１０位の国士舘大学との差は８分５５秒で、
記録を大きく短縮することができました。
　新主将には、前回の箱根駅伝で関東学生連合チームメンバーとし
て６区を走破した大川歩夢さん（経済３年）が就任します。大川さん
は今回の予選会を振り返り、「ほぼ予定通り走ることができた。箱根
出場への勝負ができると思ったが悔しい。４年生には勝負にかける思
いを学ばせてもらったので、これからの１年間をかけて形あるものにし、
４年生へ恩返しをしたい」とコメントを寄せました。
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ＴＫＵ古本募金に関するお問い合わせ
東京経済大学 図書課
［E-mail］library@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-7764　　

寄付・免税措置に関するお問い合わせ
東京経済大学 校友センター募金室
［E-mail］bokin@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-6100

［TEL］042-328-7724　［E-mail］pr@s.tku.ac.jp

ＴＫＵ古本募金にご協力ください

　東京経済大学葵祭実行委員会は、２０２１年１０月３０日（土）～
１０月３１日（日）の２日間、オンライン（一部生配信）で「葵祭」を
開催しました。１22回目となった葵祭の今年度のテーマは「平行
線の交わり時」。葵祭実行委員会委員長の湯浅恒星さん（経営
4年）によると、「コロナ禍において、学生たちの友人関係やつな
がりが希薄になっているのを感じ、交わることがなくなってしまっ
た関係性を、葵祭をきっかけに交流できるようになると良い」「『平
行線』は本来交わることはないが、非ユークリッドの幾何学の発
想を用いれば、交わることもあるということが証明されている。
見方を変えれば、不可能を可能にできるような葵祭にしたい」と
いう思いも込めたそうです。
　今回の葵祭は葵祭実行委員会公式サイトと生配信用の特設サ
イトの２つを活用し、前夜祭、開祭式、新次郎池親善大使コンテス
ト、バンド演奏、ダンスなどステージ企画の生配信や、トークショー
企画の復活等、昨年度より一層パワーアップしたものとなりました。

■ご寄付いただける書籍が次のとおり変更されました。 
・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2011年以降発行の書籍
・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以前発行の書籍で、かつ古本募金提携業者の
　「おためし査定」サイトにて「買取価格」に値段がついているもの
・規格品番が付与されたＤＶＤ・アルバムＣＤ
・遊べる状態のゲーム機

■申込方法
ＴＫＵ古本募金申込サイトより、ＷＥＢ申込をしてください。 
ＷＥＢ申込をご利用いただけない場合は、本学図書館が電話による代行申込を受け付けます。

例年卒業式の際に、卒後５０・４０・３０年を迎えられた卒業生のみなさまを、来賓としてご招待しておりましたが、コロナ禍
の中、残念ながら一昨年より来賓のご招待を中止しております。該当する昭和４７年卒、昭和５７年卒、平成４年卒の
みなさまには事情斟酌いただき、ご了承ください。                                  　  校友センター［TEL］042-328-6100

みなさまの読み終えた本が、奨学金として東経大生の学業を支えます。

卒後50（昭和47年卒）・40（昭和57年卒）・30（平成4年卒）年を迎えられるみなさまへ

誌面に関する問合わせ：広報課

［TEL］042-328-6100　［E-mail］tokeikiyukai@s.tku.ac.jp
冊誌の発送停止・発送先変更：校友センター

　東京経済大学経済学部の石川雅也准教授のゼミ生4名によるチームは、
2021年11月23日（火・祝）、日本銀行本店で行われた「第17回日銀グランプ
リ～キャンパスからの提言～」の決勝に出場し、敢闘賞を受賞しました。
　今年は全国の大学から122編の応募があり、決勝には本学の石川ゼミの他、
同志社大学、麗澤大学、椙山女学園大学、明治大学のチームが進み、最優秀
賞は同志社大学のチームが獲得しました。
　石川准教授は「決勝進出決定以降、学生たちはプレゼン準備、質疑応答準
備に懸命に取り組んでいた分、また、多くの先生方が貴重な時間を割いて協力
してくれた分、望んだ一番の結果ではなかったことに、私も学生も悔しい気持ち
が大きいです。ここまで頑張れたこと、そして十分に高い評価をいただけたことに、
学生たちには胸を張ってほしい」と今回の挑戦について話しました。
敢闘賞受賞チーム　石川雅也ゼミ所属
井川　聡（経済３年）、福田　千紗（経済３年）、鈴木　健介（経営２年）、渡辺　廉多郎（経済２年）
タイトル：密です？！いや、高齢者に必要なのは三つです！！！
　　　　～就労・趣味・消費の包括的マッチングアプリで社会的孤立を防ぐ～

石川ゼミが日銀グランプリで敢闘賞を受賞
5年連続日銀グランプリ決勝進出

第１２２回葵祭 ～ 一部生配信で実施
テーマは「平行線の交わり時」

東経大 T O P I C S

東京経済大学報 第５４巻第２号（新春号）アンケート
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で
１０名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

古本募金について

詳細は下記の二次元コードをご覧ください

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」プロジェクトは、
2021年10月31日現在、304件・1,046,856円（累計）の

ご寄付をいただきました。みなさまのご厚情に深く感謝申し上げます。

２０２１年度卒業式に
ついてのお知らせ

国 分 寺 学 派
宣 言

追悼 色川大吉先生
躍動するTKU卒業生
コロナ禍の東京経済大学ほか

特集




